
西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺
だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り 

 
 
 

 
 

 
 

第
五
十
四
号 

平
成
二
七
年
二
月
一
日
発
行    

    

 

二
月
に
入
り
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が
厳
し
い
で
す
が
、
少
し
ず
つ
日
が
長
く
な
っ
て

き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
紅
梅
や
白
梅
も
ほ
こ
ろ
び
始
め
る
頃
で
し
ょ
う
か
。 

「
馥
郁
（
ふ
く
い
く
）
た
る
梅
の
香
り
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
ま
す
。
馥
郁
と
は
、

よ
い
に
お
い
が
あ
た
り
に
広
く
漂
う
様
を
表
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
意
味
を

知
ら
ず
と
も
、
な
ん
と
も
や
わ
ら
か
で
良
い
香
り
が
漂
っ
て
き
そ
う
な
言
葉
で
す
。 

 

日
本
語
に
は
、
そ
の
と
き
そ
の
場
に
ぴ
っ
た
り
と
く
る
「
こ
と
ば
」
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
方
言
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
ね
。「
寒
い
」
は
、
地
方
に
よ
り
「
し
ば

れ
る
」
「
い
て
る
」
「
ひ
や
い
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
「
し
ば
れ
る
」

は
、
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
表
現
で
す
が
、「
寒
い
」
だ
け
で
は
足
り
な
い
凍
て
つ
く

ほ
ど
の
厳
し
い
寒
さ
を
感
じ
と
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

「
こ
と
ば
」
の
豊
か
な
国
と
い
う
の
は
、
同
時
に
心
の
豊
か
な
国
で
あ
る
と
も

思
い
ま
す
。
き
っ
と
わ
た
く
し
た
ち
の
祖
先
は
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に
言
葉

に
の
せ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
だ
と
す
れ
ば
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 

 

今
日
を
表
す
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
言
葉
を
使
い
ま
す
か
？
今
の
自
分
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
言
葉
で
伝
え
ま
す
か
？ 

 

言
葉
を
大
切
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
は
自
分
を
、
周
り
の
人
々
を
大
切
に

す
る
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
だ
春
の
訪
れ
が
待
ち
遠
し
い
こ
の
時
期
、
ま
る
で
陽
だ
ま
り
の
よ
う
に
、
わ

た
く
し
た
ち
は
や
わ
ら
か
な
言
葉
で
自
分
も
周
り
も
包
み
こ
め
た
ら
良
い
で
す
ね
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

                                                      
◆◆◆◆
先
月
先
月
先
月
先
月
のののの
報
告
報
告
報
告
報
告
◆◆◆◆    

前
進
座
公
演

前
進
座
公
演

前
進
座
公
演

前
進
座
公
演
『『『『
如
月
如
月
如
月
如
月
のののの
華華華華
』』』』
❘❘❘❘
九
條
武
子

九
條
武
子

九
條
武
子

九
條
武
子
も
の
が
た
り

も
の
が
た
り

も
の
が
た
り

も
の
が
た
り
❘❘❘❘    

（（（（
九
條
武
子
夫
人

九
條
武
子
夫
人

九
條
武
子
夫
人

九
條
武
子
夫
人    

九
〇
回
忌

九
〇
回
忌

九
〇
回
忌

九
〇
回
忌    

おおおお
待待待待
ちちちち
受受受受
けけけけ
企
画
企
画
企
画
企
画
））））    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ごごごご
案
内
案
内
案
内
案
内
に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て

に
つ
い
て    

    

こ
の
度
、
右
記
の
ご
案
内
に
対
し
ま
し
て
十
一
名
も
の
方
々
の
参
加
申
込
み
が

あ
り
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◆◆◆◆
三三三三
・・・・
四四四四
月月月月
のののの
行
事
行
事
行
事
行
事
◆◆◆◆    

 
 

 
 

 
 
 

・・・・
三三三三    

月月月月    

二
十
二
日

二
十
二
日

二
十
二
日

二
十
二
日
（（（（
日日日日
））））    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

追
弔
会

追
弔
会

追
弔
会

追
弔
会
な
ら
び
に

な
ら
び
に

な
ら
び
に

な
ら
び
に
仏
教
婦
人
会
総
会

仏
教
婦
人
会
総
会

仏
教
婦
人
会
総
会

仏
教
婦
人
会
総
会    

午
前
十
一
時
三
〇
分

午
前
十
一
時
三
〇
分

午
前
十
一
時
三
〇
分

午
前
十
一
時
三
〇
分
よ
り
よ
り
よ
り
よ
り    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂    

    

・・・・
三三三三    

月月月月    

二
十
五
日

二
十
五
日

二
十
五
日

二
十
五
日
（（（（
水水水水
））））    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

茨
木
東
組
子
育

茨
木
東
組
子
育

茨
木
東
組
子
育

茨
木
東
組
子
育
てててて
支
援
支
援
支
援
支
援 

 
 
 

 
 

 
 
    

午
前
十
時

午
前
十
時

午
前
十
時

午
前
十
時
～～～～
十
一
時
三
〇
分

十
一
時
三
〇
分

十
一
時
三
〇
分

十
一
時
三
〇
分    

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂        

・・・・
四四四四    

月月月月    
    

五五五五    

日日日日
（（（（
日日日日
））））    

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

春
季
永
代
経
法
要

春
季
永
代
経
法
要

春
季
永
代
経
法
要

春
季
永
代
経
法
要    

午
後
二
時

午
後
二
時

午
後
二
時

午
後
二
時
・・・・
七
時
七
時
七
時
七
時    

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂

西
光
寺
本
堂    

◎◎◎◎
御
法
話

御
法
話

御
法
話

御
法
話    

本
願
寺
派
布
教
使

本
願
寺
派
布
教
使

本
願
寺
派
布
教
使

本
願
寺
派
布
教
使 

 
 
 

 
 

 
 

宮
部
宮
部
宮
部
宮
部    

誓
雅
誓
雅
誓
雅
誓
雅    

師師師師    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（（（（
摂
津
市

摂
津
市

摂
津
市

摂
津
市    

誓
覚
寺

誓
覚
寺

誓
覚
寺

誓
覚
寺
））））    



こ
れ
は
、
本
願
寺
第
二
十
一
代
門
主
・
明
如
上
人
の
次
女
と
し
て
生
ま
れ
、
与

謝
野
晶
子
・
柳
原
白
蓮
と
と
も
に
大
正
の
三
大
女
流
歌
人
と
謳
わ
れ
た
九
條
武
子

夫
人
の
か
な
し
く
も
美
し
い
も
の
が
た
り
で
す
。 

武
子
夫
人
は
、
仏
教
婦
人
会
を
創
設
し
本
部
長
に
就
任
、
同
会
運
営
の
重
責
を

果
た
さ
れ
、
仏
教
主
義
に
基
づ
く
京
都
女
子
専
門
学
校
（
現
・
京
都
女
子
学
園
、

京
都
女
子
大
学
）
を
設
立
。
ま
た
、
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
東
大
震
災
で
自

身
も
被
災
す
る
が
一
命
を
取
り
と
め
、
全
壊
し
た
築
地
本
願
寺
の
再
建
、
震
災
に

よ
る
負
傷
者
・
孤
児
の
救
援
活
動
（
「
あ
そ
か
病
院
」
な
ど
の
設
立
）
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
推
進
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
女
子
教
育
・
女
性
の
地
位
向
上
へ
と
、

四
十
二
年
の
短
い
生
涯
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
度
の
ご
縁
を
大
切
に
、
ご
門
徒
の
皆
様
方
と
一
緒
に
観
覧
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
ま
た
報
告
と
し
て
『
西
光
寺
だ
よ
り
』
に
載
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

    

♪♪♪♪
お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ
♪♪♪♪    

茨
木
東
組

茨
木
東
組

茨
木
東
組

茨
木
東
組    

実
践
運
動
重
点

実
践
運
動
重
点

実
践
運
動
重
点

実
践
運
動
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト    

    

子
育
子
育
子
育
子
育
てててて
支
援
支
援
支
援
支
援
（（（（
キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ

キ
ッ
ズ
サ
ン
ガ
））））    

第
三
回

第
三
回

第
三
回

第
三
回
へ
の
へ
の
へ
の
へ
の
御
協
力

御
協
力

御
協
力

御
協
力
の
お
の
お
の
お
の
お
願願願願
いいいい    

こ
れ
は
、
茨
木
東
組
十
八
ヵ
寺
の
方
々
を
中
心
に
子
育
て
支
援
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
三
カ
年
計
画
で
実
施
し
、
第
一
回
は
勝
光
寺
・
第
二
回
は
称
名
寺
、
そ
し
て
第

三
回
の
開
催
を
西
光
寺
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
期
最
終
の
取
り

組
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 

花
祭
り
の
季
節
を
先
取
り
し
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 さ

て
、
四
月
八
日
の
お
釈
迦
様
の
誕
生
日
が
近
い
と
い
う
こ
と
で
今
回
は
、 

『
た
の
し
く
お
寺
で
遊
ぼ
う
！
花
祭
り
！
！
』
と
題
し
ま
し
て
、
西
光
寺
本
堂
に

て
花
祭
り
の
甘
茶
か
け
や
紙
芝
居
、
そ
の
他
み
ん
な
で
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
等
、
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

・
日 

時 
 

三
月
二
十
五
日

三
月
二
十
五
日

三
月
二
十
五
日

三
月
二
十
五
日
（（（（
水水水水
））））
午
前
十
時

午
前
十
時

午
前
十
時

午
前
十
時
～～～～
十
一
時
三
十
分

十
一
時
三
十
分

十
一
時
三
十
分

十
一
時
三
十
分
ま
で
ま
で
ま
で
ま
で 

・
対 

象 
 

幼
児
と
小
学
生
（
必
ず
保
護
者
同
伴
） 

・
持
ち
物 
 

水
筒
・
タ
オ
ル 

 

参
加
希
望
の
方
は
西
光
寺
ま
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
無
料
で
す
。
な
お
締
切
締
切
締
切
締
切
はははは
三
月
十
五
日

三
月
十
五
日

三
月
十
五
日

三
月
十
五
日
（（（（
日日日日
））））
で
す
。 

合 

掌 

花
祭
り
と
は
・
・
・
四
月
八
日
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
お
釈
迦
様
の
生
誕
を
お

祝
い
す
る
日
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
お
釈
迦
様
が
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
時
、「
天

上
天
下
唯
我
独
尊
（
て
ん
じ
ょ
う
て
ん
げ
ゆ
い
が
ど
く
そ
ん
）
」
と
い
わ
れ
た
よ
う

に
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
か
け
が
え
の
な
い
生
命
の
尊
さ
を
思
う
日
で
あ
り
ま
す
。

 

そ
し
て
、
お
釈
迦
様
の
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
お
姿
（
誕
生
仏
）
を
、
ル
ン
ビ
ニ

―
の
花
園
（
お
生
ま
れ
に
な
っ
た
場
所
）
の
よ
う
に
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
花
御

堂
に
安
置
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
で
花
祭
り
と
い
う
の
で
す
が
、
花
は
人
の
心
を
う

つ
し
ま
す
。
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
弱
く
見
え
て
も
天
地
の
恵
み
に
支
え
ら
れ
て
年
々

歳
々
咲
き
ま
す
。
人
も
花
と
同
じ
よ
う
に
支
え
ら
れ
、
生
か
さ
れ
て
い
る
か
け
が

え
の
な
い
生
命
を
生
き
て
い
る
の
だ
と
「
花
祭
り
」
の
日
に
改
め
て
考
え
、
自
覚

す
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

お
生
ま
れ
に
な
っ
た
時
、
天
界
の
龍
王
が
甘
露
の
雨
を
天
空
か
ら
そ
そ
い
だ
と

い
う
こ
と
か
ら
、
甘
茶
を
誕
生
仏
の
上
方
か
ら
そ
そ
ぎ
ま
す
。
日
本
で
は
、
江
戸

時
代
よ
り
お
も
に
甘
茶
を
「
甘
い
香
り
の
雨
」
と
し
て
用
い
て
い
ま
す
。 

 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

浄
土
真
宗
本
願
寺
派    

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山

白
毫
山    

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺

西
光
寺    

大
阪
府
茨
木
市
西
河
原
一
―
七
―
二 

 
 
  

電
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四
七
九
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